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みどりのこえ

ニホンジカは、なぜ高山を目指すのか
文・写真　泉山　茂之

 　アルプスの峰々は、今日も変わらず白銀が輝き、険し

く虚空を突き刺している。山麓から山々を見上げる時、自

身がここに立ち、ここで生きて行けることを、私は幸福に

思う。しかし、最近になって、私は戸惑うことがしばしば

ある。その理由は、山の変化があまりに早いためである。

　南アルプスの高山帯と亜高山帯では、1990年代後半か

らニホンジカの進入が始まり、2000年頃には定着したと

考えられる。そして2010年頃までの、わずか10年で希少

な高山植物群落のほとんどが失われたのである。多雪地域

や高山環境には生息が困難とされてきたニホンジカは、季

節的移動型の個体群が分布を拡大し、これまで生息が見ら

れなかった北アルプスにまで進出を始めている。希少な高

山植物群落の宝庫である北アルプス高山帯にニホンジカが

進出することで、希少な高山植物の消失を招く畏れがある。

高山帯の良好な自然環境と貴重な高山植物の保全を行うこ

とは急務なのである。

　南アルプスでは、ニホンジカの問題が顕在化してから対

策を始めるまでに、かなりの時間がかかり、すでに手遅れ

になっていた点が多々あることが悔やまれる。ニホンジカ

の保護管理を効果的に進めるためにも、早急に北アルプス

地域のニホンジカ分布域の拡大過程と移動ルートなどの情

報が必要である。かりに、北アルプスのかけがえのない高

山植物群落を失うことになり、南アルプスと同じ轍を踏む

ことになれば、信州の自然に関わってきた者として、後世

に顔向けすることができない。予測される危機を、回避す

るために最も重要なことは、今できると考えられる予防の

対策を、最大限の努力をもって行うことである。変化し続

ける自然とどう向き合うべきか、私たちは重たい課題を突

きつけられている。

 （いずみやま しげゆき/信州大学山岳科学研究所教授）
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